
 

第3期北広島市子どもの権利推進計画の進捗状況

（令和7年3月末現在）

NO. 施策の項目 事務事業名 事業の内容 令和4年度の取り組み（令和5年3月末現在） 評価と課題等 令和5年度の取り組み（令和6年3月末現在） 評価と課題等 令和6年度の取り組み（令和7年3月末現在） 評価と課題等 所管課

児童福祉施設入所
措置事業

支援の必要な母子家庭の母親と子どもを母子
生活支援施設への入所により保護するととも
に、自立の促進を支援する。

入所措置　0人
継続して実施す
る

入所措置　2人
継続して実施す
る

入所措置　1人
継続して実施す
る

子ども家庭
課

子育て短期支援事
業

保護者の病気等により一時的に家庭での子ど
もの養育が困難な場合やＤＶにより緊急的保護
が必要な場合に、子どもの養育や母親の保護
を実施する。

天使の園とふくじゅ園の2施設と契約して実施
ショートステイ事業（宿泊を伴う預かり）　4件　10
日間
トワイライトステイ事業（夜間預かり）　0件

継続して実施す
る

天使の園とふくじゅ園の2施設と契約して実施
ショートステイ事業（宿泊を伴う預かり）　8件　26
日間
トワイライトステイ事業（夜間預かり）　0件

継続して実施す
る

天使の園とふくじゅ園の2施設と契約して実施
ショートステイ事業（宿泊を伴う預かり）　2件　6日
間
トワイライトステイ事業（夜間預かり）　0件

継続して実施す
る

子ども家庭
課

2
小中学校の施設の空
気環境測定の実施

学校施設空気環境
測定事業

学校の良好な衛生環境を確保するため、「学校
環境衛生基準」に基づき、シックスクールの原
因となる教室内のホルムアルデヒド及び揮発性
有機化合物の空気中濃度測定を実施する。

7月から9月に測定を実施し、基準値を全て下回っ
ている

継続して実施す
る

7月から9月に測定を実施し、基準値を全て下回っ
ている

継続して実施す
る

7月から1月に測定を実施し、基準値を全て下回っ
ている

継続して実施す
る

教育総務課

1 子育て支援の充実
病児緊急預かり事
業

子どもが病気などの場合に、援助を受けたい人
と援助を行う人が会員として登録した相互援助
組織により子どもの預かりを実施する。
病児・病後児の預かりには利用料の上限を設
定し、利用料の一部を支援する。

利用会員　200人
協力会員　56人
両方会員　1人
利用件数　20件
病児預かり助成　3件
ひとり親世帯等助成　4件

継続して実施す
る

利用会員　198人
協力会員　59人
両方会員　2人
病児・病後児預かり等活動件数　45件
病児・病後児預かり利用料助成 0件
ひとり親世帯等助成　4件

継続して実施す
る

利用会員　191人
協力会員　62人
両方会員　3人
病児・病後児預かり等活動件数　47件
病児・病後児預かり利用料助成 0件
ひとり親世帯等助成　6件

継続して実施す
る

子ども家庭
課

市立保育園運営
園児を安心・安全に受け入れるため、良好な保
育環境を維持する。

市立保育園3施設を運営
入所児童数 269人

継続して実施す
る

市立保育園3施設を運営
入所児童数 239人

継続して実施す
る

市立保育園3施設を運営
入所児童数 216人

継続して実施す
る

子ども家庭
課

私立認可保育園運
営費支援事業

引き続き良好な保育環境を確保するため、私立
認可保育所等に対し必要な助成を行う。

私立認可保育所6施設、認定こども園3施設、小規
模保育事業所1施設に対し、子ども・子育て支援
交付金による補助のほか、市独自に設定している
保育士加配分の人件費や充実した給食提供のた
めの給食費等に対する補助を実施し、良好な保
育環境を維持するために必要な助成を実施

継続して実施す
る

私立認可保育所6施設、認定こども園5施設、小規
模保育事業所1施設に対し、子ども・子育て支援
交付金による補助のほか、市独自に設定している
保育士加配分の人件費や充実した給食提供のた
めの給食費等に対する補助を実施し、良好な保
育環境を維持するために必要な助成を実施

継続して実施す
る

私立認可保育所6施設、認定こども園7施設、小規
模保育事業所2施設に対し、子ども・子育て支援
交付金による補助のほか、市独自に設定している
保育士加配分の人件費や充実した給食提供のた
めの給食費等に対する補助を実施し、良好な保
育環境を維持するために必要な助成を実施

継続して実施す
る

子ども家庭
課

2 子育て情報の発信 利用者支援事業
妊娠期から小学生までの期間における各種の
子育て情報を掲載したガイドブックを作成し、周
知を図る。

子育てガイド発行（3月）
継続実施してい
る

子育てガイド発行（3月）
継続実施してい
る

子育てガイド発行（3月）
継続して実施す
る

子ども家庭
課・地域子
育て支援セ
ンター

基本施策　(3)愛情と理解をもって育まれること

良好な保育環境の確
保

1

第4章権利体系ごとの施策

基本目標　1　安心して生きる施策の推進
基本施策　(1)　平和と安全な環境の下で生活すること

1
子どもの養育支援とDV
被害の母及び子の保
護

基本施策　(2)自分の命がかけがえのないものとして守られ、尊重されること

資料4
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NO. 施策の項目 事務事業名 事業の内容 令和4年度の取り組み（令和5年3月末現在） 評価と課題等 令和5年度の取り組み（令和6年3月末現在） 評価と課題等 令和6年度の取り組み（令和7年3月末現在） 評価と課題等 所管課

子ども・子育て利用
者支援事業

子ども及びその保護者が、利用できる子育て支
援事業等の中から適切なものを選択し、円滑に
利用できるよう、支援を行う。

延べ相談件数
　情報提供　90件
　子育て相談　312件
乳幼児健診訪問　0回

継続実施してい
る

延べ相談件数
　情報提供　181件
　子育て相談　1,192件
乳幼児健診訪問　0回

継続実施してい
る

延べ相談件数
　情報提供　198件
　子育て相談　1,133件
乳幼児健診訪問　7回

継続して実施す
る

地域子育て
支援セン
ター

子育て世代包括支
援センター事業

令和元年７月より「子育て世代包括ケアシステ
ム『きたひろすくすくネット』」として事業を開始。
子育て支援を担当する地域子育て支援センター
『あいあい』と母子保健を担当する健康推進課
（保健指導担当）が連携し、妊娠期から就学前
幼児までの子育て期間中、子育て不安を軽減
し、安心して子育てできるよう切れ目なく支援す
ることをめざします。

【健康推進課】
相談件数　延2,201件
母子健康手帳交付時面接   240件
【地域子育て支援センター】
延べ相談件数　子ども・子育て利用者支援事業に
掲載　　　　　ケース検討会出席　1回
（子育て支援センター関係分のみ出席に変更）

継続して実施す
る

【健康推進課】
相談件数　延2,215件
母子健康手帳交付時面接   237件
妊婦保健指導　１19件
【地域子育て支援センター】
延べ相談件数　子ども・子育て利用者支援事業に
掲載　　　　　ケース検討会出席　0回

継続して実施す
る

【健康推進課】
相談件数　延1,729件
母子健康手帳交付時面接   218件
妊娠届出時に「妊娠に関するアンケート」を実施
保健師が面接により詳細を把握（アンケート回収
218人）
妊婦保健指導　123件
【地域子育て支援センター】
延べ相談件数　子ども・子育て利用者支援事業に
掲載　　　　　ケース検討会出席　0回

継続して実施す
る

健康推進
課・地域子
育て支援セ
ンター

ファミリーサポート
センター事業

育児の支援を行いたい者と育児の支援を受け
たい者が会員となって「ファミリーサポートセン
ター」を組織し、地域の子育てを支援する。

利用会員数　963人
協力会員数　78人
両方会員数　24人
利用実績　1,709件

継続実施してい
る

利用会員数　991人
協力会員数　78人
両方会員数　23人
利用実績　1,843件

継続実施してい
る

利用会員数　1035人
協力会員数　84人
両方会員数　26人
利用実績　1,272件

継続して実施す
る

地域子育て
支援セン
ター

地域子育て支援セ
ンター運営事業

家庭の孤立化を防ぎ、子育てに関する不安感
や負担の軽減を図るため、子育て中の保護者
を支援し、親子の触れ合いの場と親同士の子育
て情報交換の場を提供する。

延べ利用人数
　みんなの広場　8,430人
　子育て講座　371人
　出前みんなの広場　休止中
　３センター合同事業（子育て支援ランド）　9月実
施

継続実施してい
る

延べ利用人数
　みんなの広場　13,730人
　子育て講座　307人
　出前みんなの広場　6回
　３センター合同事業（子育て支援ランド）　9月実
施

継続実施してい
る

延べ利用人数
　みんなの広場　13,766人
　子育て講座　279人
　出前みんなの広場　6回
　3センター合同事業（子育て支援ランド）　147人

継続して実施す
る

地域子育て
支援セン
ター

シルバー子育てサ
ポート事業

子どもの遊び相手や保護者の相談に応じること
で、子育ての不安感を緩和し、子どもの健やか
な育ちを促進するため、60歳以上の市民がボラ
ンティアとして子育て支援センターの事業を支
援する。

サポーター登録数　20人
活動日数　18日
延べ参加人数　144人
新型コロナウイルス感染予防対策のため月2回に
縮小し活動を再開

継続実施してい
る

サポーター登録数　23人
活動日数　36日
延べ参加人数　237人

継続実施してい
る

サポーター登録数　25人
活動日数　34日
延べ参加人数　220人

継続して実施す
る

地域子育て
支援セン
ター

保育園一時預かり
事業

保護者の急病・育児疲れなど、一時的な保育需
要に対応するため、すみれ保育園において一
時保育（平日・休日）を実施する。

平日利用児童数　延465人
休日利用児童数　延62人

継続して実施す
る

平日利用児童数　延284人
休日利用児童数　延79人

継続して実施す
る

平日利用児童数　延279人
休日利用児童数　延53人

継続して実施す
る

子ども家庭
課

実費徴収補足給付
事業

幼稚園、保育所等を利用する生活保護世帯等
に対し、施設が実費徴収する費用の一部を助
成する。令和元年度から私学助成幼稚園を利
用する年収約３６０万円未満世帯等の副食費に
ついても拡大。（幼保無償化による。）

補助件数　延29件
継続して実施す
る

補助件数　延24件
継続して実施す
る

補助件数　延18件
継続して実施す
る

子ども家庭
課

4
ひとり親家庭等の親子
に対する支援

母子・父子自立支
援相談事業

ひとり親家庭等の相談に応じ、自立に必要な情
報提供、指導、職業能力の向上、求職活動に関
する支援を行う。また、生活や子育て相談、DV
（配偶者等からの暴力）、離婚相談にも対応す
る。

母子・父子自立支援員相談件数　延1,047件
継続して実施す
る

母子・父子自立支援員相談件数　延669件
継続して実施す
る

母子・父子自立支援員相談件数　延392件
継続して実施す
る

福祉総合相
談室

5 社会的養護の推進
子ども家庭総合支
援拠点運営事業

社会的養護を必要とする子どもが家庭において
健やかに養育されるよう、関係機関と連携し、家
庭を支援する。

R4年度から保健福祉部福祉総合相談室に子ども
家庭総合支援拠点を設置。
子ども家庭支援員相談件数　延3,280件

継続して実施す
る

子ども家庭支援員相談件数　延3,056件

母子保健・児童福
祉の一体的取り組
みである子ども家
庭センターの設置
について検討が必
要

子ども家庭支援員相談件数　延1,763件
Ｒ7年度に子ども家
庭センターを設置
する

福祉総合相
談室

子育て支援の充実3
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NO. 施策の項目 事務事業名 事業の内容 令和4年度の取り組み（令和5年3月末現在） 評価と課題等 令和5年度の取り組み（令和6年3月末現在） 評価と課題等 令和6年度の取り組み（令和7年3月末現在） 評価と課題等 所管課

予防接種推進事業
予防接種を実施することにより伝染性の疾病を
予防し、健康保持を図る。

4種混合　992人
2種混合　325人
麻しん風しん混合(乳幼児）　596人
麻しん単独　0人
風しん単独　0人
BCG　252人
不活化ポリオ　0人
ヒブ　968人
小児用肺炎球菌　968人
子宮頸がん　329人
インフルエンザ　35人
水痘　479人
成人用肺炎球菌　561人
日本脳炎　1,958人
B型肝炎　715人
麻しん風しん混合（成人）　41人
風しん抗体検査（成人） 289人
ロタウイルス　481人

継続して実施す
る

4種混合　980人
2種混合　311人
麻しん風しん混合(乳幼児）　580人
麻しん単独　0人
風しん単独　1人
BCG　217人
不活化ポリオ　0人
ヒブ　904人
小児用肺炎球菌　907人
子宮頸がん　493人
インフルエンザ　34人
水痘　448人
成人用肺炎球菌　620人
日本脳炎　1370人
B型肝炎　674人
麻しん風しん混合（成人）　15人
風しん抗体検査（成人） 72人
ロタウイルス　459人

継続して実施す
る

新型コロナ　3,821人　※令和6年度から新たに実
施
5種混合　569人　※令和6年度から新たに実施
4種混合　355人
2種混合　282人
麻しん風しん混合(乳幼児）　550人
麻しん単独　0人
風しん単独　0人
BCG　229人
不活化ポリオ　0人
ヒブ　289人
小児用肺炎球菌　874人
子宮頸がん　1,143人
インフルエンザ　9,445人
水痘　463人
成人用肺炎球菌　188人
日本脳炎　1,391人
B型肝炎　622人
ロタウイルス　439人
麻しん風しん混合（成人）　12人
風しん抗体検査（成人） 95人

継続して実施す
る

健康推進課

エキノコックス症予
防対策事業

小学3年生以上を対象に、エキノコックスの血液
検査を実施することにより、早期発見、早期治
療を図る。

検診件数　161件
継続して実施す
る

検診件数　152件
継続して実施す
る

検診件数　61件
継続して実施す
る

健康推進課

救急医療推進事業
365日夜間や休日の急病に対応するとともに、
休日の歯科医院の受診体制を維持することに
より、健康維持に寄与する。

在宅当番医　3,690人
夜間急病センター　915人

継続して実施す
る

在宅当番医　3,745人
夜間急病センター　1,334人

継続して実施す
る

在宅当番医
内科・外科　3,465人
歯科　49人
夜間急病センター　1,170人

継続して実施す
る

健康推進課

子ども医療費助成
事業

中学生までの医療費の一部を助成することによ
り、経済的負担の軽減を図るとともに、疾病の
早期受診、早期治療を促進し、子どもの保健の
向上と福祉の増進を図る。

助成件数　69,591件
受給者人数　5,666人
就学前　2,100人
小学生　2,302人
中学生　1,264人

継続して実施す
る。

助成件数　83,949件
受給者数　5,482人
就学前児童　2,002人
小学生　2,296人
中学生　1,184人

継続して実施す
る。

助成件数　80,386件
受給者数　5,301人
就学前児童　1,896人
小学生　2,245人
中学生　1,160人

継続して実施す
る

保険年金課

2 学校での健康保持 学校保健
子どもの定期健康診断や定期歯科検診等の各
種検診事業を実施することにより、健康保持、
増進を図る。

子どもの定期健康診断や定期歯科検診等の各種
検診事業を実施することにより、健康保持、増進
を図る。

継続して実施す
る

子どもの定期健康診断や定期歯科検診等の各種
検診事業を実施することにより、健康保持、増進
を図る。

継続して実施す
る

子どもの定期健康診断や定期歯科検診等の各種
検診事業を実施することにより、健康保持、増進
を図った。

継続して実施す
る

学校教育課

3

健やかな妊娠期を過ご
し、安心して出産する
ための知識啓発や支
援

妊産婦保健推進事
業

妊産婦健康診査やマタニティスクールなどの開
催、産後ケア事業などを通じて、妊産婦の健康
と胎児・子どもの発育を守るとともに、孤立した
育児にならないよう支援する。

妊娠届をした妊婦を対象に母子健康手帳・妊産婦
健康診査受診券を発行（妊婦受診券発行240人、
母子健康手帳交付240人、産婦受診券発行240
人）
妊娠届出時に「妊娠に関するアンケート」を実施
保健師が面接により詳細を把握（アンケート回収
240人）
マタニティスクールの開催（1コース4回を5コース
実施実人数70人）
マタニティスクール沐浴体験コースの開催3回　10
組　（個別相談）

産後ケア事業　宿泊型48泊　日帰り型33日　訪問
型33回

継続して実施す
る

妊娠届をした妊婦を対象に母子健康手帳・妊産婦
健康診査受診券を発行（妊婦受診券発行237人、
母子健康手帳交付237人、産婦受診券発行237
人）
妊娠届出時に「妊娠に関するアンケート」を実施
保健師が面接により詳細を把握（アンケート回収
237人）
マタニティスクールの開催（1コース4回を5コース
実施実人数45人）
マタニティスクール沐浴体験コースの開催3回　13
組　（個別相談）
産後ケア事業　宿泊型46泊　日帰り型18日　訪問
型8回

継続して実施す
る

妊娠届をした妊婦を対象に妊産婦健康診査受診
券を発行（妊婦受診券発行218人、産婦受診券発
行215人）
マタニティスクールの開催（1コース3回を52コース
実施実人数25人）
マタニティー沐浴体験　10組　（個別相談）
産後ケア事業　宿泊型30泊　日帰り型38日　訪問
型20回

継続して実施す
る
＊マタニティス
クールについて
は、令和6年度
で事業を終了
し、令和7年度よ
りスキンケアや
アレルギー予防
の観点から沐浴
体験に重点を置
いた事業に変
更。

健康推進課

基本施策　(4)健康に配慮され、適切な医療が受けられること

疾病等の予防・治療に
係る支援

1

3 



 

NO. 施策の項目 事務事業名 事業の内容 令和4年度の取り組み（令和5年3月末現在） 評価と課題等 令和5年度の取り組み（令和6年3月末現在） 評価と課題等 令和6年度の取り組み（令和7年3月末現在） 評価と課題等 所管課

食育推進事業
食育推進計画に基づき、各種事業を実施して、
食に関する知識と選択する力を習得し、子ども
の心身の健康保持を図る。

子どもノート（子どもの身体のメカニズムを基にし
た冊子）配布　250件
出前講座（食事や栄養関係）14回
乳児健診会場で食の啓発DVD上映

継続して実施す
る

子どもノート（子どもの身体のメカニズムを基にし
た冊子）配布　230件
出前講座（食事や栄養関係）20回

継続して実施す
る

子どもノート（子どもの身体のメカニズムを基にし
た冊子）配布　207件
出前講座（食事や栄養関係）10回

継続して実施す
る

健康推進課

学校給食衛生管理
事業

安心で安全な給食を提供するため、設備機器
類を整備・更新し、衛生管理対策を実施する。

老朽化した食缶・食器具等を更新した。
継続して実施す
る

老朽化した食缶・食器具等を更新した。
継続して実施す
る

老朽化した食缶・食器具等を更新した。
継続して実施す
る

学校給食セ
ンター

小・中学校給食運
営事業

児童生徒が健康な生活を送ることができるよう、
給食を提供するとともに、全児童生徒を対象に
食物アレルギー調査を実施し、喫食に注意を必
要とする児童生徒の保護者と学校の間で献立
の情報交換を行うことにより、児童生徒と教職
員が共に注意を払い、安心して給食の喫食をす
ることができるようにする。

全児童生徒を対象にアレルギー調査を実施
食物アレルギーを引き起こす食材を喫食すること
のないよう注意喚起札を活用し誤食・誤飲を防い
だ。
栄養教諭による食に関する指導等の実施

継続して実施す
る

全児童生徒を対象にアレルギー調査を実施
食物アレルギーを引き起こす食材を喫食すること
のないよう注意喚起札を活用し誤食・誤飲を防い
だ。
栄養教諭による食に関する指導等の実施

継続して実施す
る

全児童生徒を対象にアレルギー調査を実施
食物アレルギーを引き起こす食材を喫食すること
のないよう注意喚起札を活用し誤食・誤飲を防い
だ。
栄養教諭による食に関する指導等の実施

継続して実施す
る

学校給食セ
ンター

市立保育園運営
（再掲）

子どもの発達に応じた栄養価の高い、バランス
の良い給食を提供するとともに、アレルギー対
応について保護者との連携のもと取り組む。

市の栄養士が作成する献立により、栄養バランス
の良い給食を提供
アレルギー対応については、保護者との連携を図
りながら代替食の提供等を実施

継続して実施す
る

市の栄養士が作成する献立により、栄養バランス
の良い給食を提供
アレルギー対応については、保護者との連携を図
りながら代替食の提供等を実施

継続して実施す
る

市の栄養士が作成する献立により、栄養バランス
の良い給食を提供
アレルギー対応については、保護者との連携を図
りながら代替食の提供等を実施

継続して実施す
る

子ども家庭
課

5
乳幼児の心身の健康
増進と異常の早期発見

乳幼児保健推進事
業

保健師による乳児全戸訪問や乳幼児健診など
の実施により、乳幼児の心身の成長発達を促
し、保護者が安心して育児ができるよう支援す
る。

生後2か月までの新生児・乳児を対象に保健師が
全戸訪問（訪問225件）
すくすくルーム（2か月児相談）　113組
3・6・10か月児健診（24回、受診延754人）
1歳6か月児健診（12回、受診延292人）
3歳児健診（12回、受診延384人）

継続して実施す
る

生後2か月までの新生児・乳児を対象に保健師が
全戸訪問（訪問230件）
すくすくルーム（2か月児相談）　120組
4・7・10か月児健診（24回、受診延724人）
1歳6か月児健診（12回、受診延279人）
3歳児健診（12回、受診延368人）

継続して実施す
る

生後2か月までの新生児・乳児を対象に保健師が
全戸訪問（訪問207件）
すくすくルーム（2か月児相談）　91組
4・7・10か月児健診（24回、受診延713人）
1歳6か月児健診（12回、受診延281人）
3歳児健診（12回、受診延328人）

継続して実施す
る

健康推進課

ひとり親家庭等医
療費助成事業

ひとり親家庭等の親子の医療費の一部を助成
し、保健の向上及び福祉の増進、経済的負担の
軽減を図る。

助成件数　8,211件
受給者数　1,342人
うち親　534人
うち児童　808人

継続して実施す
る。

助成件数　9,064件
受給者数　1,256人
うち親　498人
うち児童　758人

継続して実施す
る

助成件数　8,778件
受給者数　1,142人
うち親　454人
うち児童　688人

継続して実施す
る

保険年金課

ひとり親家庭支援
事業

日常生活を営むのに支援が必要なひとり親家
庭に対し、家庭生活支援員派遣による生活援
助や子育て支援を行う。

生活支援　延71回
子育て支援　0回

継続して実施す
る

生活支援　延32回
子育て支援　0回

継続して実施す
る

生活支援　延21回
子育て支援　0回

継続して実施す
る

子ども家庭
課

1 デートDV防止の啓発
男女共同参画推進
事業

若年層における交際相手からの暴力（デート
DV）の防止を目的としてパネル展、出前講座等
で啓発する。

DV防止パネル展の実施（11月12日～17日）
デートDV出前講座（11月17日　広葉中学校　全学
年約190人参加）
「はたちのつどい」での啓発パンフレット配布

継続して実施す
る

DV防止パネル展の実施（11月15～21日）
「はたちのつどい」での啓発パンフレット配布

継続して実施す
る

デートDV出前講座（9月25日　星槎道都大学）
DV防止パネル展の実施（11月11～15日）
デートDV出前講座（12月9日　西の里中学校2年
生）
「はたちのつどい」での啓発パンフレット配布

継続して実施す
る

市民生活課

2
いじめ等の未然防止と
早期発見

心の教室相談事業

小中学校に心の教室相談員を配置し、児童生
徒等の悩みや不安、ストレス等の解消を図ると
ともに、平成29年度改定のいじめ防止対策基本
方針にのっとり、いじめや不登校の未然防止と
早期発見を図る。

相談件数
小学生　延524件
中学生　延727件

継続して実施す
る

相談件数
小学生　延689件
中学生　延701件

継続して実施す
る

相談件数
小学生　延832件
中学生　延324件
保護者　延76件

継続して実施す
る

教育支援課

3
適正な子どもの養育の
確保と要支援児童に対
する支援

子ども家庭総合支
援拠点運営事業

児童の虐待、養育等家庭だけでは解決できない
問題等について、子ども家庭支援員が相談支
援や指導等を行う。児童虐待等への対応とし
て、必要な情報の共有、支援方針の検討、調査
訪問等によるソーシャルワーク業務等を行う。ま
た、児童虐待防止の広報啓発を実施する。

R4年度から保健福祉部福祉総合相談室に子ども
家庭総合支援拠点を設置。
子ども家庭支援員相談件数　延3,280件

継続して実施す
る

子ども家庭支援員相談件数　延3,056件

母子保健・児童福
祉の一体的取り組
みである子ども家
庭センターの設置
について検討が必
要

子ども家庭支援員相談件数　延1,763件
Ｒ7年度に子ども家
庭センターを設置
する

福祉総合相
談室

4 人権擁護の推進
人権意識の普及啓
発事業

人権擁護委員との連携のもと、人権相談や学校
での人権教室などを通じて、差別、暴力、いじめ
及び不当な不利益を受けないための予防に関
する啓発を行う。

人権教室の開催　3,365人
（内訳）
小学校：8校　1,628人
中学校：4校　1,737人

継続して実施す
る

人権教室の開催　4,061人
（内訳）
小学校：8校　1,628人
中学校：4校　1,737人
高校：1校　696人

継続して実施す
る

人権教室の開催 2,718人
(内訳)
小学校：8校　1,567人
中学校：4校　1,151人

継続して実施す
る

市民生活課

ひとり親家庭等の親子
に対する支援

基本施策　(5）差別、暴力、いじめ及び不当な不利益を受けないこと

6

健全な食生活の推進4
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NO. 施策の項目 事務事業名 事業の内容 令和4年度の取り組み（令和5年3月末現在） 評価と課題等 令和5年度の取り組み（令和6年3月末現在） 評価と課題等 令和6年度の取り組み（令和7年3月末現在） 評価と課題等 所管課

1
子どもの貧困対策の推
進

子ども未来応援事
業

子どもの貧困対策として、生活困窮世帯を対象
に学習塾や習い事の利用に係る費用の一部を
助成し、子どもの学習や習い事に係る経済的負
担を軽減し、子どもに学力や学習意欲、個性や
才能を伸ばす機会を提供する。

子ども未来応援事業補助金
交付件数　128人

継続して実施す
る

子ども未来応援事業補助金
交付件数　108人

継続して実施す
る

子ども未来応援事業補助金
交付件数　94人

継続して実施す
る

子ども家庭
課

1
権利の相談・救済と侵
害された権利の回復の
支援

子どもの権利擁護
事業

子どもの権利救済委員会と相談員による相談・
救済体制により、権利の侵害を受けた子どもの
相談に応じ、侵害された権利を回復するための
支援を行う。
また、より相談しやすくなるよう、巡回子どもの
権利相談を行う。

子どもの権利相談　延43件
子どもの権利救済委員会　9回
巡回子どもの権利相談　68回

継続して実施す
る

子どもの権利相談　延18件
子どもの権利救済委員会　7回
巡回子どもの権利相談　　61回

継続して実施す
る

子どもの権利相談　延94件
子どもの権利救済委員会　8回
巡回子どもの権利相談　75回

継続して実施す
る

子ども家庭
課

青少年健全育成事
業

地域の子どもは地域で育てる活動を推進するた
め、学校、PTA、自治会・町内会、関係団体と連
携し、地域に密着した青少年の健全育成活動
の推進と健全育成の啓発を進める。

青少年健全育成大会、アンビシャス・フォーラムの
開催
 広報誌「つなぐ」の発行（教育委員会広報誌）

継続して実施す
る

青少年健全育成大会、アンビシャス・フォーラムの
開催
 広報誌「つなぐ」の発行（教育委員会広報誌）

継続して実施す
る

青少年健全育成大会、アンビシャス・フォーラムの
開催
 広報誌「つなぐ」の発行（教育委員会広報誌）

継続して実施す
る

教育支援課

スクールガードリーダーによる学校施設、通学
路等の安全確認及び巡回指導を行い、子ども
の安全を確保する。

専任指導員による学校巡回指導を実施（随時）
継続して実施す
る

専任指導員による学校巡回指導を実施（随時）
継続して実施す
る

専任指導員による学校巡回指導を実施（随時）
継続して実施す
る

教育支援課

関係機関や地域と連携を図り、青少年の非行等
問題行動に対して、状況に応じた適切な対応と
指導を行い、健全育成を図る。

街頭指導、特別指導の実施
立入調査の実施

継続して実施す
る

街頭指導、特別指導の実施
立入調査の実施

継続して実施す
る

街頭指導、特別指導の実施
立入調査の実施

継続して実施す
る

教育支援課

警察や学校からの不審者情報を携帯電話・パソ
コンにメール配信することにより、子どもの危険
を防止する。

メール配信システムの運用
　受信登録者数 645人
不審者情報を関係団体にFAX送信
　不審者等の情報配信 12件

継続して実施す
る

メール配信から北広島市公式LINE配信へ変更
不審者情報を関係団体にFAX送信
　不審者等の情報配信 16件

継続して実施す
る

メール配信から北広島市公式LINE配信へ変更
不審者情報を関係団体にFAX送信
　不審者等の情報配信 14件

継続して実施す
る

教育支援課

防災資機材整備事
業

紙おむつ、哺乳瓶等生活関連物資の備蓄を行
うことにより、災害に対処し、災害時の避難場所
等における市民生活の安定を図る。

民間企業から粉ミルク、液体ミルク及び紙おむつ
の寄附受納
災害時協定の締結（1社）

継続して実施す
る

災害用備蓄品（液体ミルク・粉ミルク・使い捨て哺
乳瓶）の購入
災害時協定の締結（2社）

継続して実施す
る

災害用備蓄品（液体ミルク・粉ミルク・使い捨て哺
乳瓶）の購入
災害時協定の締結（4社）

継続して実施す
る

危機管理課

防災訓練事業
各種災害訓練を実施するなどにより、災害時に
おける応急対策の円滑な実施を図る。

防災教室の実施（大曲小、東部中、東部小、双葉
小）
小中一貫合同防災教室の実施にかかる防災資機
材の貸与

継続して実施す
る

防災教室の実施（東部小・双葉小・東部中）
継続して実施す
る

防災教室の実施（白樺高等養護・東部小・双葉
小・広葉中・緑ヶ丘小・北広島西高・西の里中・東
部中）

継続して実施す
る

危機管理課

3
子どもに対する交通安
全対策

交通安全推進事業

交通安全推進委員や交通安全学童指導員等を
配置し、登下校時の交通安全を確保するととも
に、交通安全教室などの各種啓発により、子ど
もの交通安全を図る。

交通安全学童指導員配置　6人
交通安全指導員配置　19人
子どもに対する交通安全教室　55回5,245人

継続して実施す
る

交通安全学童指導員配置　6人
交通安全指導員配置　19人
子どもに対する交通安全教室　79回　7,015人

継続して実施す
る

交通安全学童指導員配置　7人
交通安全指導員配置　18人
子どもに対する交通安全教室　77回　6,238人

継続して実施す
る

市民生活課

基本施策　(6）自分の将来が生まれ育った家庭の事情等によって左右されないこと

1

基本目標　2　守り、守られる施策の推進
基本施策　(1)　権利の侵害から逃れられ、権利の侵害を受けた時に支援や救済を求めること

基本施策　(2)　危険から身が守られること

青少年健全育成の推
進

青少年安全対策事
業

子どもに対する防災対
策

2
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NO. 施策の項目 事務事業名 事業の内容 令和4年度の取り組み（令和5年3月末現在） 評価と課題等 令和5年度の取り組み（令和6年3月末現在） 評価と課題等 令和6年度の取り組み（令和7年3月末現在） 評価と課題等 所管課

1
豊かな心を育む教育の
充実

地域に根差した特
色ある学校教育推
進事業

市独自の教材を作成し、子どもが基本的な生活
習慣や規範意識を身に付けるとともに、豊かな
心を養う教育の充実に取り組む。

小中学校で令和2年度から使用している社会副読
本、福祉読本の編集委員会を開催
実践交流会及び指導資料を作成

継続して実施す
る

小中学校で令和2年度から使用している社会科副
読本、福祉読本の編集委員会を開催
令和6年度から使用する社会科副読本、福祉読本
の改訂作業を実施

継続して実施す
る

令和6年度から新たに改定した社会科副読本、福
祉読本を使用し、有効な活用方法や改善点等に
ついて検討を行う。

継続して実施す
る

学校教育課

1 人権擁護の推進
人権意識の普及啓
発事業（再掲）

人権擁護委員との連携のもと、人権相談や学校
での人権教室などを通じて、プライバシー保護
に関する啓発を行う。

人権教室の開催　3,365人
（内訳）
小学校：8校　1,628人
中学校：4校　1,737人

継続して実施す
る

人権教室の開催　4,061人
（内訳）
小学校：8校　1,628人
中学校：4校　1,737人
高校：1校　696人

継続して実施す
る

人権教室の開催 2,718人
(内訳)
小学校：8校　1,567人
中学校：4校　1,151人

継続して実施す
る

市民生活課

1 人権擁護の推進
人権意識の普及啓
発事業（再掲）

人権擁護委員との連携のもと、人権相談や学校
での人権教室などを通じて、子どもの誇りが傷
つけられないよう啓発を行う。

人権教室の開催　3,365人
（内訳）
小学校：8校　1,628人
中学校：4校　1,737人

継続して実施す
る

人権教室の開催　4,061人
（内訳）
小学校：8校　1,628人
中学校：4校　1,737人
高校：1校　696人

継続して実施す
る

人権教室の開催 2,718人
(内訳)
小学校：8校　1,567人
中学校：4校　1,151人

継続して実施す
る

市民生活課

1 人権擁護の推進
人権意識の普及啓
発事業（再掲）

人権擁護委員との連携のもと、人権相談・学校
での人権教室などを通じて、子どもが不当な扱
いを受けないよう啓発を行う。

人権教室の開催　3,365人
（内訳）
小学校：8校　1,628人
中学校：4校　1,737人

継続して実施す
る

人権教室の開催　4,061人
（内訳）
小学校：8校　1,628人
中学校：4校　1,737人
高校：1校　696人

継続して実施す
る

人権教室の開催 2,718人
(内訳)
小学校：8校　1,567人
中学校：4校　1,151人

継続して実施す
る

市民生活課

1
子どもたちの力を育て
る活動の推進

青少年健全育成事
業（再掲）

生きる力を育て健やかでたくましい子どもを育
成するための活動を保護者とともに推進する。

青春メッセージの開催
継続して実施す
る

青春メッセージの開催
継続して実施す
る

青春メッセージの開催
継続して実施す
る

教育支援課

2
青少年の育成環境の
整備

青少年健全育成事
業（再掲）

地域で子どもを守り、育み、安全安心な地域環
境づくりを目指すため、健全育成連絡協議会の
活動を通じて地域住民の意識啓発を推進する。

市内6地区にある健全育成連絡協議会への支援
継続して実施す
る

市内6地区にある健全育成連絡協議会への支援
継続して実施す
る

市内6地区にある健全育成連絡協議会への支援
継続して実施す
る

教育支援課

1
青少年の育成環境の
整備

青少年健全育成事
業（再掲）

地域で子どもを守り、育み、安全安心な地域環
境づくりを目指すため、健全育成連絡協議会の
活動を通じて地域住民の意識啓発を推進する。

市内6地区にある健全育成連絡協議会への支援
継続して実施す
る

市内6地区にある健全育成連絡協議会への支援
継続して実施す
る

市内6地区にある健全育成連絡協議会への支援
継続して実施す
る

教育支援課

基本施策　(5)　誇りを傷つけられないこと

基本施策　(7)　自分が持っている能力を伸ばすための必要な支援を受けること

基本施策　(6)　子どもであることを理由に不当な扱いを受けないこと

基本施策　(3)　個性が認められ、人格が尊重されること

基本施策　(4)　プライバシーが守られること

基本施策　(8)　自分に関することを決めるとき、適切な支援を受けること
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NO. 施策の項目 事務事業名 事業の内容 令和4年度の取り組み（令和5年3月末現在） 評価と課題等 令和5年度の取り組み（令和6年3月末現在） 評価と課題等 令和6年度の取り組み（令和7年3月末現在） 評価と課題等 所管課

1
障がいのある子どもに
対する社会参加の促
進

障がい者相談支援
事業

障がいのある子どもが差別や不当な扱いを受
けることのないよう、障がいを理由とする差別の
解消を推進し、社会への積極的な参加を図る。

障がい者生活支援センターみらい
相談件数　13,799件
障がい者就労支援センターめーでる
相談件数　5,124件
成年後見制度市長申立　0件
成年後見制度利用支援　3件
障がい者自立支援協議会　全体会　1回、生活支
援部会　3回、就労支援部会　2回、こども支援部
会　2回開催
精神障がい対応地域包括ケアシステム構築プロ
ジェクトチーム　5回
医療的ケア児等支援のための協議の場 　2回

継続して実施す
る

障がい者生活支援センター「みらい」
相談件数 14,363件
障がい者就労支援センター「めーでる」相談件数
3,696件
成年後見制度利用支援 3件
自立支援協議会 全体会 3回、生活支援部会 1
回、就労支援部会 1回、こども支援部会 1回開催
精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム構
築プロジェクトチーム 13回
医療的ケア児等支援のための協議の場 2回

継続して実施す
る

障がい者生活支援センター「みらい」
相談件数　14,250件
障がい者就労支援センター「めーでる」
相談件数　4,467件
成年後見制度利用支援　0件
自立支援協議会
全体会　2回
就労支援部会　3回
精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム構
築プロジェクトチーム8回
医療的ケア児等支援のための協議の場2回
相談支援連絡会議1回

継続して実施す
る

福祉課

2
障がいのある子どもの
支援

小・中学校教育振
興

子どもの障がいなどの状況によって、意見の表
明や参加について支障のないよう、社会に参加
するための情報や資料の提供等の適切な支援
を受けられるようにする。

教育支援委員会の開催
継続して実施す
る

教育支援委員会の開催
継続して実施す
る

教育支援委員会の開催
継続して実施す
る

教育支援課

発達が気になる段階、及び発達に遅れや障が
いをもつ小学6年までの子どもとその保護者に
対して、子どもの発達や育ちに関する発達相談
や障がい児相談支援、家族や地域を含めた専
門的な支援を実施する。

発達相談（延べ 587件、実人数 225人）
訪問相談（延べ 116件)
障がい児相談支援（延べ994件、実人数 171人）

発達相談（延べ481件、実人数195人）
訪問相談（延べ109件)
障がい児相談支援（延べ1,270件、実人数197人）

発達相談（延べ536件、実人数182人）
訪問相談（延べ72件)
障がい児相談支援（延べ1,508件、実人数204人）

子ども発達
支援セン
ター

発達が気になる段階、及び発達に遅れや偏り、
障がいのある児童を対象に、児童発達支援、放
課後等デイサービス（小学６年までの肢体不自
由児）、保育所等訪問支援、居宅訪問型児童発
達支援を実施する。

通所利用（延べ2,035人、実人数 92人） 通所利用（延べ1,983人、実人数108人） 通所利用（延べ2,128人、実人数83人）
子ども発達
支援セン
ター

特別支援教育就学
奨励費援助事業

特別支援学級の児童に学用品費等を支援する
とともに、通級教室児童を対象に通学費の支援
を行うことにより、特別支援学級への就学を奨
励するとともに、保護者の負担を軽減する。

特別支援学級に在籍している児童生徒の家庭に
対し、学習に必要な学用品費や給食費などを援
助

継続して実施す
る

特別支援学級に在籍している児童生徒の家庭に
対し、学習に必要な学用品費や給食費などを援
助

継続して実施す
る

特別支援学級に在籍している児童生徒の家庭に
対し、学習に必要な学用品費や給食費などを援
助

継続して実施す
る

教育支援課

特別支援教育推進
事業

学校内の体制を整備し、学校・保護者に対する
支援体制の充実を図るとともに、必要に応じて
特別支援教育支援員・特別支援学級介助員を
配置することで、特別な支援を必要とする子ども
の教育的ニーズに対応していき、また教員の理
解と資質の向上、保護者の理解を進める。

特別支援教育支援員研修会の開催
特別支援学級介助員研修会の開催
特別支援教育コーディネーター研修会の開催
各学校に支援員23人と介助員15人を配置

継続して実施す
る

特別支援教育支援員研修会の開催
特別支援学級介助員研修会の開催
特別支援教育コーディネーター研修会の開催
各学校に支援員23人と介助員15人を配置

継続して実施す
る

特別支援教育支援員研修会の開催
特別支援学級介助員研修会の開催
特別支援教育コーディネーター研修会の開催
各学校に支援員23人と介助員15人を配置

継続して実施す
る

教育支援課

障がい者施設開放
等支援事業

長期休暇時に障がい児者の活動の場を確保す
ることにより、ひきこもりの予防と家族の負担軽
減を図る。

夏季、冬季共に新型コロナウイルス感染症対策の
ため中止

継続して実施す
る

夏季、冬季共に新型コロナウイルス感染症対策の
ため中止

継続して実施す
る

感染症対策等のため夏季・冬季ともに中止
継続して実施す
る

福祉課

障がい者団体活動
支援事業

障がい者団体の活動を支援することにより、障
がい児者の団体活動を活性化し、社会参加と自
立の促進を図る。

3団体に対して支援
継続して実施す
る

3団体に対して支援
継続して実施す
る

2団体に対して支援
継続して実施す
る

福祉課

障がい福祉サービ
ス等事業

児童福祉法に基づく障がい児通所支援の利用
者負担を無料にすることにより、早期療育の促
進と保護者負担の軽減を図る。

障がい福祉サービス等
支給決定障がい者数　722人
支給決定障がい児数　324人
障がい児通所支援利用者負担助成
助成対象児童　197人

継続して実施す
る

障がい福祉サービス等
支給決定障がい者数 783人
支給決定障がい児数 370人
障がい児通所支援利用者負担助成
助成対象児童 248人

継続して実施す
る

障がい福祉サービス等
支給決定障がい者数　750人
支給決定障がい児数　364人
障がい児通所支援利用者負担助成
助成対象児童　263人

継続して実施す
る

福祉課

重度心身障がい者
医療費助成事業

心身に重度の障がいがある児者に対して、医療
費の一部を助成することで、保健の向上及び福
祉の増進、経済的負担の軽減を図る。

助成件数　32,447件
受給者数　1,386人

継続して実施す
る。

助成件数　35,416件
受給者数　1,372人

継続して実施す
る

助成件数　35,531件
受給者数　1,357人

継続して実施す
る

保険年金課

継続して実施す
る

基本施策　(9)　障がいのある子どもが、尊厳を保ち、自立の促進及び社会への積極的な参加が図られること

3

子ども発達支援事
業

継続して実施す
る

障がいのある子どもと
その親の支援

継続して実施す
る
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NO. 施策の項目 事務事業名 事業の内容 令和4年度の取り組み（令和5年3月末現在） 評価と課題等 令和5年度の取り組み（令和6年3月末現在） 評価と課題等 令和6年度の取り組み（令和7年3月末現在） 評価と課題等 所管課

1 人権擁護の推進
人権意識の普及啓
発事業（再掲）

人権擁護委員との連携のもと、人権相談や学校
での人権教室などを通じて、多様な国籍等があ
ることを啓発していく。

人権教室の開催　3,365人
（内訳）
小学校：8校　1,628人
中学校：4校　1,737人

継続して実施す
る

人権教室の開催　4,061人
（内訳）
小学校：8校　1,628人
中学校：4校　1,737人
高校：1校　696人

継続して実施す
る

人権教室の開催 2,718人
(内訳)
小学校：8校　1,567人
中学校：4校　1,151人

継続して実施す
る

市民生活課

学校図書館活用事
業

学校図書センターを拠点として、学校図書の充
実、資料の更新を図るとともに、小・中学校図書
館、保育所等を司書が巡回し、幼児期から中学
生期までの連続的かつ横断的な地域を包括し
た読書活動の充実を図る。

小中学校の図書購入の実施

充足率を維持し
つつ、引き続き
資料の更新を行
う。

小中学校の図書購入の実施
継続して実施す
る

小中学校の図書購入の実施
継続して実施す
る

学校教育課

学力向上推進事業
学習意欲を高める指導内容や個々に応じた指
導方法の工夫・改善を行い、学力の向上を図
る。

各学校で学力調査を実施し、その結果を分析、検
証した中で、指導方法の改善を図る

継続して実施す
る

各学校で学力調査を実施し、その結果を分析、検
証した中で、指導方法の改善を図る

継続して実施す
る

各学校で学力調査を実施し、その結果を分析、検
証した中で、指導方法の改善を図った

継続して実施す
る

学校教育課

外国語指導助手活
用事業

児童・生徒の英語発音やコミュニケーション能力
の育成向上を目的に各学校の外国語授業等に
英語指導助手を派遣し、外国語授業等の充実
を図る。

英語指導助手（ALT）7人を各学校へ派遣
継続して実施す
る

英語指導助手（ALT）7人を各学校へ派遣
継続して実施す
る

英語指導助手（ALT）7人を各学校へ派遣
継続して実施す
る

学校教育課

学校支援地域本部
事業

地域の人材を学校へ紹介派遣し、教育活動を
支援することにより、学校での教育環境の向上
を図る。

市立小中学校16校の学級数に応じて年間3,200
時間を傾斜配分
授業補助員延べ786人を派遣

継続して実施す
る

市立小中学校16校の学級数に応じて年間3,200
時間を傾斜配分。利用実績2,855時間。
授業補助員延べ887人を派遣

継続して実施す
る

市立小中学校16校の学級数に応じて年間3,200
時間を傾斜配分
授業補助員延べ819人を派遣(令和6年12月末現
在)

継続して実施す
る

社会教育課

地域に根差した特
色ある学校教育推
進事業

北広島を故郷として、郷土に対する関心を深め
るため、社会科副読本を作成するとともに、各
教科に活用できる教育資源をデジタル化した郷
土資料教材を作成して教育委員会のホーム
ページに登載することで、地域に根ざした授業
の充実を図る。

北広島を故郷として、郷土に対する関心を深める
ため、社会科副読本を作成し活用

継続して実施す
る

北広島を故郷として、郷土に対する関心を深める
ため、社会科副読本を作成し活用

継続して実施す
る

北広島を故郷として、郷土に対する関心を深める
ため、社会科副読本を作成し活用

継続して実施す
る

学校教育課

学童クラブ運営
子どもが宿題・自習等の学習活動を自主的に行
えるよう必要な援助を行う。

子どもたちが宿題や自習等の学習活動を自主的
に行えるよう、学習スペースの確保に努めたほ
か、長期休みに学習の時間を設ける

継続して実施す
る

子どもたちが宿題や自習等の学習活動を自主的
に行えるよう、学習スペースの確保に努めたほ
か、長期休みに学習の時間を設けている

継続して実施す
る

子どもたちが宿題や自習等の学習活動を自主的
に行えるよう、学習スペースの確保に努めたほ
か、長期休みに学習の時間を設けている

継続して実施す
る

子ども家庭
課

基本目標　3　健やかに育つ施策の推進
基本施策　(1)　学ぶことを通して人間的発達を目指すこと

子どもの学びの支援1

基本施策　(10)　国籍、民族、言語等において少数の立場の子どもが、自分の文化等に親しみ、学び、又は表現することが尊重されること
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2 教員に対する支援
学校教育相談員活
用事業

小中学校における教育課程や各学校における
課題に対する指導・助言、その他専門的な指導
をする経験豊富な学校教育相談員を配置し、教
員を支援することにより適切かつ円滑な学校運
営を図る。

教員経験者を学校教育相談員（指導主事）として1
人配置
学校訪問（指導主事）32回実施

継続して実施す
る

教員経験者を学校教育相談員（指導主事）として1
人配置
学校訪問（指導主事）32回実施

継続して実施す
る

教員経験者を学校教育相談員（指導主事）として1
人配置
学校訪問（指導主事）全16回（各学校1回実施）

継続して実施す
る

学校教育課

幼稚園振興事業
幼児教育の質の向上と振興を図るため、教職
員研修、教材教具の整備、障がい児教育に係
る経費を助成する。

私立幼稚園6施設、私立認定こども園3施設への
補助

継続して実施す
る

私立幼稚園5施設、私立認定こども園5施設への
補助

継続して実施す
る

私立幼稚園3施設、私立認定こども園7施設への
補助

継続して実施す
る

子ども家庭
課

理科教材等整備事
業

理科教育等の充実を図るため、国の補助を活
用し、小中学校に必要な教材教具を整備する。
（各校隔年で実施）

各学校の要望する教材教具を確認の上、購入・更
新し、理科授業で活用

継続して実施す
る

各学校の要望する教材教具を確認の上、購入・更
新し、理科授業で活用

継続して実施す
る

各学校の要望する教材教具を確認の上、購入・更
新し、理科授業で活用

継続して実施す
る

教育総務課

学校ICT環境整備
事業

子どもたち一人一人に公正に個別最適化され、
資質・能力を一層確実に育成するための教育
ICT環境を整備する。

小学校校務用PC141台の更新
継続して実施す
る

小学校校務用PC170台の更新
中学校大型提示装置93台の更新

継続して実施す
る

小学校大型提示装置88台の更新
継続して実施す
る

教育総務課

私立学校教育振興
事業

私学の教育環境の充実、保護者の負担軽減の
ため、市内に本校を有する私立高等学校が行う
教育活動を支援する。

札幌日大高等学校が行う教育活動等に対して補
助金を交付

継続して実施す
る

札幌日大高等学校が行う教育活動等に対して補
助金を交付

継続して実施す
る

札幌日大高等学校が行う教育活動等に対して補
助金を交付

継続して実施す
る

教育総務課

要保護・準要保護
児童生徒援助事業

生活保護世帯や経済的困窮世帯の児童生徒の
保護者に対し、就学に必要な経済的援助を行う
ことで、平等に義務教育を受ける権利を保障す
る。

生活保護家庭、またはそれに準じて生活が困窮し
ている家庭の保護者に対し、学用品費等を支給

継続して実施す
る

生活保護家庭、またはそれに準じて生活が困窮し
ている家庭の保護者に対し、学用品費等を支給

継続して実施す
る

生活保護家庭、またはそれに準じて生活が困窮し
ている家庭の保護者に対し、学用品費等を支給

継続して実施す
る

学校教育課

生活困窮者自立支
援事業

生活保護世帯や経済的困窮世帯の中学生に対
し、学習習慣の定着化や習熟状況に合わせた
学習支援、進学や居場所づくりに関する支援を
行う。

登録生徒数 29名
継続して実施す
る

登録生徒数 24名
継続して実施す
る

登録生徒数 16名
継続して実施す
る

福祉課

5 読書活動の推進
図書館サービス提
供事業

児童書の充実による読書環境の整備と、ボラン
ティアを活用した読み聞かせ等の実施により、
子どもが読書に親しむ機会を提供する。

児童資料の購入、ボランティアによるおはなしの
会を実施

参加人数を維持
しながら自主
的、積極的に企
画運営に携わる
形を継続する。

児童資料の購入、ボランティアによるおはなしの
会を実施

継続して実施す
る

児童資料の購入、ボランティアによるおはなしの
会を実施

継続して実施す
る

文化課（図
書館）

6 アウトメディアの推進
青少年安全対策事
業（再掲）

ネットトラブルから子どもたちの心と身体を守る
ために定めた「きたひろしまアンビシャス４ルー
ル」を活用し、情報モラルやルールマナーの普
及啓発の実施を通じて、インターネットの正しい
活用方法を学ぶ機会を提供し、必要に応じて利
用実態を把握する。

ネットトラブルから子どもたちの心と身体を守るた
めに定めた「きたひろしまアンビシャス４ルール」を
活用し、情報モラルやルールマナーの普及啓発
の実施を通じて、インターネットの正しい活用方法
を学ぶ機会を提供し、必要に応じて利用実態を把
握する。

継続して実施す
る

ネットトラブルから子どもたちの心と身体を守るた
めに定めた「きたひろしまアンビシャス４ルール」を
活用し、情報モラルやルールマナーの普及啓発
の実施を通じて、インターネットの正しい活用方法
を学ぶ機会を提供し、必要に応じて利用実態を把
握する。

継続して実施す
る

ネットトラブルから子どもたちの心と身体を守るた
めに定めた「きたひろしまアンビシャス４ルール」を
活用し、情報モラルやルールマナーの普及啓発
の実施を通じて、インターネットの正しい活用方法
を学ぶ機会を提供し、必要に応じて利用実態を把
握する。

継続して実施す
る

教育支援課

1
子どもの遊び場所とし
ての公園の整備

都市公園整備事業
子どもをはじめ誰もが安全で安心して利用でき
る公園を整備する。

こぐま公園ほか6公園の老朽化した公園施設の改
築・更新

継続して実施す
る

おおぞら遊園地ほか6公園の老朽化した公園施設
の改築・更新

継続して実施す
る

わらべ公園ほか3公園の老朽化した公園施設の
改築・更新

継続して実施す
る

都市整備課

児童センター運営

児童センターでの遊びの援助などを通じて、子
どもが心身の健康を増進し、知的・社会的能力
を高め、情緒を豊かにするよう援助するととも
に、子どもとその保護者が遊ぶことができるよう
にする。また、児童センター未整備地域におけ
る児童センターの整備を計画的に行っていく。

児童センター3か所（輪厚、大曲、北広島団地）を
運営し、子どもとその保護者に遊び場の提供
児童センター来場者数 13,912人

継続して実施す
る

児童センター3か所（輪厚、大曲、北広島団地）を
運営し、子どもとその保護者に遊び場の提供
児童センター来場者数 20,707人

継続して実施す
る

児童センター3か所（輪厚、大曲、北広島団地）を
運営し、子どもとその保護者に遊び場の提供
児童センター来場者数 29,348人

継続して実施す
る

子ども家庭
課

2

学習の経済的支援

遊ぶ場の提供

基本施策　(2)　遊ぶことを通して良好な人間関係を築くこと

教育環境の充実3

4
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学童クラブ運営（再
掲）

学童クラブでの遊びを通じて、子どもが自主性、
社会性、創造性を育むことを支援する。

学童クラブ12か所（15単位）において、子どもが発
達段階に応じた主体的な遊びができるよう支援

継続して実施す
る

学童クラブ12か所（15単位）において、子どもが発
達段階に応じた主体的な遊びができるよう支援

継続して実施す
る

学童クラブ12か所（15単位）において、子どもが発
達段階に応じた主体的な遊びができるよう支援

継続して実施す
る

子ども家庭
課

3 出張型ひろば事業
地域子育て支援センターや児童センターがない
地域等において、会館等を利用して、親子が集
い交流し遊べる場所を提供する。

西の里地区、大曲地区、東部地区で実施
42回　延271人

継続して実施す
る

西の里地区、大曲地区、東部地区で実施
42回　延べ188人

継続して実施す
る

西の里地区、大曲地区、東部地区で実施
36回　延べ191人

継続して実施す
る

子ども家庭
課

中学校体育連盟支
援事業

中学生のスポーツに対する意識の向上と心身
の健全な育成を図るため、中体連市内大会・管
内大会等を実施する北広島市中学校体育連盟
に対し交付金を交付する。

北広島市中学校体育連盟の主催、共催等する各
種体育大会事業への補助

継続して実施す
る

北広島市中学校体育連盟の主催、共催等する各
種体育大会事業への補助

継続して実施す
る

北広島市中学校体育連盟の主催、共催等する各
種体育大会事業への補助

継続して実施す
る

教育総務課

スポーツ少年団育
成事業

スポーツ少年団に対し、スポーツ少年団本部を
通じて補助金を交付することにより、青少年の
健全育成を図るとともに、スポーツ少年団の組
織強化と自主的な活動の推進を図る。

少年団(13種目：24団体)への補助金交付 408,000
円

継続して実施す
る。

少年団(13種目：24団体)への補助金交付 408,000
円

継続して実施す
る

少年団(12種目：21団体)への補助金交付 408,000
円

継続して実施す
る

スポーツ振
興課

スポーツアカデミー
事業

ジュニアスポーツ選手強化事業、底辺拡大事
業、指導者養成事業を実施することにより、全
国、国際レベルの選手育成及び青少年の健全
育成を図る。

ダンチャレ！！（6月19日実施、参加児童138名）
ジュニアバレーボール講習会（全12回実施予定の
うち、4回実施済み）
チャレンジジュニア（日帰りの事業として9月18・19
日実施、参加児童14名）
キッズスポーツ塾（5教室×4回実施、参加幼児63
名）
親子スポーツ教室（全3回実施、参加者延べ126
名）
バドミントンスキルアップ教室（全3回実施、参加者
24名）

事業内容を市民
のニーズに合わ
せて修正・変更
しながら今後も
実施する。

ダンチャレ！！（9月3日実施、参加児童190名）
ジュニアバレーボール講習会（全12回実施）
チャレンジジュニアスクール（8月3日～5日実施、
参加児童27名）
キッズスポーツ塾（5教室×4回実施、参加幼児46
名）
親子スポーツ教室（全3回実施、参加者延べ134
名）
きたひろジュニアゴルフクラブ（全9回実施、参加
者44名）
※バトミントンスキルアップ教室は令和5年度より
廃止

事業内容を市民
のニーズに合わ
せて修正・変更
しながら今後も
実施する。

ダンチャレ！！（9月7日実施、参加児童96名）
ジュニアバレーボール講習会（全12回実施40名）
チャレンジジュニアスクール（8月7日～9日実施、
参加児童36名）
キッズスポーツ塾（3教室×4回実施、参加者31
名）
親子スポーツ教室（2月23日他全3回　128名）
きたひろジュニアゴルフクラブ（1月25日他全6回
14名）
スポーツ指導者講習会（3月2日90名）

事業内容を市民
のニーズに合わ
せて修正・変更
しながら今後も
実施する。

スポーツ振
興課

障がい児者の学
び・体験推進事業

スポーツ事業を通じ、障がい児者が生涯学習活
動を通じて学び交流する場を提供する。

・いんくるーむの実施　66人参加
・みんなのスポーツフェスタの実施　90人参加

事業内容につい
て見直しを検討

・いんくるーむの実施　50人参加

事業内容を市民
のニーズに合わ
せて修正・変更
しながら今後も
実施する。

・いんくるーむの実施　50人参加
・元気フェスティバルでのeスポーツ体験　10人参
加
・eスポーツに関する講演会　5人参加

継続して実施す
る

社会教育課

中央公民館活動推
進事業

公民館子どもまつりを開催することにより、自然
や文化に親しむ機会を提供する。

・公民館事業「シャベルきたひろ」レクの森探検隊
～かわいい草花を探しにいこう～　7人参加
・西の里地区：子ども料理教室40人参加、子ども
アート教室7人参加
・西部地区：親子星空観察会14人参加
・東部地区：手打ちそば体験教室16人参加

継続して実施す
る

・公民館事業「シャベルきたひろ」レク森探見隊
13人参加
・西部地区：親子星空観察教室
・西の里地区：子ども木工教室
・大曲地区：音楽を楽しもう〜クリスマスイベント〜
・東部地区：手打ちそば体験教室

継続して実施す
る

・公民館事業「シャベルきたひろ」レク森探見隊
23人参加
・公民館事業「シャベルきたひろ」おもちゃづくり教
室　11人参加
・西部地区：親子星空観察教室
・西の里地区：子ども木工教室
・大曲地区：音楽を楽しもう〜クリスマスイベント〜
・東部地区：手打ちそば体験教室

継続して実施す
る

社会教育課

芸術文化ホール運
営委員会連携事業

小学生を対象としたホールでの舞台芸術鑑賞
会の実施、ワークショップやコンテンポラリーダ
ンスアウトリーチなどによる芸術体験の実施に
より、芸術文化に親しむ機会を提供する。

舞台芸術鑑賞会を実施。

北広島市芸術
文化ホール運営
委員会事業とし
て継続する。

舞台芸術鑑賞会を実施

北広島市芸術
文化ホール運営
委員会事業とし
て継続する。

舞台芸術鑑賞会を実施
未就学児を対象に芸術体験事業を実施

北広島市芸術
文化ホール運営
委員会事業とし
て継続する。

文化課（芸
術文化ホー
ル）

障がい児者の学
び・体験推進事業

文化事業を通じ、障がい児者が生涯学習活動
を通じて学び交流する場を提供する。

みんなのスポーツフェスタでのアート体験コーナー
の実施　10人参加

事業内容を市民
のニーズに合わ
せて修正・変更
しながら今後も
実施する。

元気フェスティバルをオンライン配信実施

事業内容を市民
のニーズに合わ
せて修正・変更
しながら今後も
実施する。

・元気フェスティバルでのeスポーツ体験　10人参
加

事業内容を市民
のニーズに合わ
せて修正・変更
しながら今後も
実施する。

社会教育課

小・中学校教育振
興

学習の中で、武道や和楽器など日本の文化や
伝統に親しみ、理解と愛着をもてるようにする。

日本の伝統的な和楽器「琴」を各中学校の授業で
使用

継続して実施す
る

日本の伝統的な和楽器「琴」を各中学校の授業で
使用

継続して実施す
る

日本の伝統的な和楽器「琴」を各中学校の授業で
使用

継続して実施す
る

学校教育課

3
外国の文化などに親し
む事業の展開

国際交流事業
海外との交流事業により、外国の文化、風俗、
社会事情を体得し、異文化への理解を深め、国
際的視野と国際感覚をもった人材を育てる。

新型コロナウイルスの感染拡大につき、受入事業
を中止。
団体名を北広島・サスカツーン交流実行委員会に
変更。それに伴い、事業名も北広島・サスカツーン
交流事業に変更。

継続して実施す
る

・パネル展の実施
・令和６年度のサスカツーン訪問団の受入事業に
向けた協議

継続して実施す
る

・パネル展の実施(令和6年11月25日～29日)
・サスカツーン市の高校生16名と引率2名の受入
れを実施。(令和6年4月3日～8日)
・令和7年度のサスカツーン訪問団の受入事業に
向けた協議

継続して実施す
る。

社会教育課

2

文化・芸術・自然に親し
む事業の展開

2

基本施策　(3)　文化、芸術、スポーツ及び自然に親しむこと

1
スポーツに親しむ事業
の展開

遊ぶ場の提供
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NO. 施策の項目 事務事業名 事業の内容 令和4年度の取り組み（令和5年3月末現在） 評価と課題等 令和5年度の取り組み（令和6年3月末現在） 評価と課題等 令和6年度の取り組み（令和7年3月末現在） 評価と課題等 所管課

学校教育振興事業

「生きる力」を育み、自ら課題を見つけ、主体
的、創造的に取組む資質を養う総合学習や学
校の創意工夫を活かした特色ある学校づくり、
北広島市や北海道の地域学習や郷土学習を推
進する。

北広島市や北海道の地域学習や郷土学習資料と
して「社会科副読本」を作成し活用

継続して実施す
る

北広島市や北海道の地域学習や郷土学習資料と
して「社会科副読本」を作成し活用

継続して実施す
る

北広島市や北海道の地域学習や郷土学習資料と
して「社会科副読本」を作成し活用

継続して実施す
る

学校教育課

子ども夢チャレンジ
応援事業

子どもたちが将来の夢を叶えるために、今チャ
レンジしたいことをまち全体(市民・企業・団体・
行政等)で支援する。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため事業中
止

継続して実施す
る

事業中止 - 事業中止 - 企画課

1
次代が求めるスキルの
基本的事項習得機会
の確保

学校ICT環境整備
事業（再掲）

子どもたち一人一人に公正に個別最適化され、
資質・能力を一層確実に育成するための教育
ICT環境を整備する。

小学校校務用PC141台の更新
継続して実施す
る

小学校校務用PC170台の更新
中学校大型提示装置93台の更新

継続して実施す
る

小学校大型提示装置88台の更新
継続して実施す
る

教育総務課

2
子どもの権利に関する
広報啓発活動の推進

子どもの権利擁護
事業（再掲）

子どもが自分の健やかな成長と幸せな未来の
実現のために、自分にとって必要な情報などを
得られるよう、広報や講座などの啓発活動を行
う。

子育てサイトやパンフレット等を通じて、広報啓発
活動等を実施
子どもの権利10周年記念事業開催
　公共施設、小中学校内パネル展の開催
　川柳・フォトコンテストの開催
　きたひろ夏祭りへの出展
　記念シンポジウム開催

継続して実施す
る

子どもの権利カード・チラシの配布
子どもの権利ポケットティッシュの配布
子どもの権利ニュースの発行
子どもの権利月間啓発ポスターの配布
パネル展の開催

継続して実施す
る

子どもの権利カード・チラシの配布
子どもの権利ポケットティッシュの配布
子どもの権利ニュースの発行
子どもの権利月間啓発ポスターの配布
パネル展の開催

継続して実施す
る

子ども家庭
課

3 アウトメディアの推進
青少年安全対策事
業（再掲）

ネットトラブルから子どもたちの心と身体を守る
ために定めた「きたひろしまアンビシャス４ルー
ル」を活用し、情報モラルやルールマナーの普
及啓発の実施を通じて、インターネットの正しい
活用方法を学ぶ機会を提供し、必要に応じて利
用実態を把握する。

ネットトラブルから子どもたちの心と身体を守るた
めに定めた「きたひろしまアンビシャス４ルール」を
活用し、情報モラルやルールマナーの普及啓発
の実施を通じて、インターネットの正しい活用方法
を学ぶ機会を提供し、必要に応じて利用実態を把
握する。

継続して実施す
る

ネットトラブルから子どもたちの心と身体を守るた
めに定めた「きたひろしまアンビシャス４ルール」を
活用し、情報モラルやルールマナーの普及啓発
の実施を通じて、インターネットの正しい活用方法
を学ぶ機会を提供し、必要に応じて利用実態を把
握する。

継続して実施す
る

ネットトラブルから子どもたちの心と身体を守るた
めに定めた「きたひろしまアンビシャス４ルール」を
活用し、情報モラルやルールマナーの普及啓発
の実施を通じて、インターネットの正しい活用方法
を学ぶ機会を提供し、必要に応じて利用実態を把
握する。

継続して実施す
る

教育支援課

学童クラブ運営（再
掲）

保護者が労働等により昼間家庭にいない小学
生に対して、遊びや生活の場を提供し、健全な
育成を図る。

学童クラブ12か所（15単位）を運営
入所児童数　527人

継続して実施す
る

学童クラブ12か所（15単位）を運営
入所児童数　533人

継続して実施す
る

学童クラブ12か所（15単位）を運営
入所児童数　563人

継続して実施す
る

子ども家庭
課

児童センター運営
（再掲）

子どもの居場所となり、必要に応じて子育て家
庭に対する相談・援助を行い、子どもの安定し
た日常の生活を支援する。
また、児童センター未整備地域における児童セ
ンターの整備を計画的に行っていく。

児童センター3か所（輪厚、大曲、北広島団地）に
おいて、子育て家庭の相談に応じている

継続して実施す
る

児童センター3か所（輪厚、大曲、北広島団地）に
おいて、子育て家庭の相談に応じている

継続して実施す
る

児童センター3か所（輪厚、大曲、北広島団地）に
おいて、子育て家庭の相談に応じている

継続して実施す
る

子ども家庭
課

出張型ひろば事業
（再掲）

地域子育て支援センターや児童センターがない
地域等において、会館等を利用して、親子が集
い交流し遊べる場所を提供する。

西の里地区、大曲地区、東部地区で実施
42回　延271人

継続して実施す
る

西の里地区、大曲地区、東部地区で実施
42回　延べ188人

継続して実施す
る

西の里地区、大曲地区、東部地区で実施
36回　延べ191人

継続して実施す
る

子ども家庭
課

2
不登校児童生徒への
適応指導や保護者へ
の支援

不登校いじめ対策・
教育相談事業

平成29 年度改定のいじめ防止対策基本方針に
のっとり、不登校児童生徒の学校復帰と社会的
自立を支援するため、保護者や学校、関係機関
と連携して、ひきこもりや不登校児童生徒の解
消と未然防止を図る。また、学校や家庭の問題
で悩んでいる子ども及びその保護者を対象に、
面談や家庭訪問による相談支援を行い、問題
の早期解決を図る。

教育相談員（スクールソーシャルワーカー）による
相談　延べ676件
不登校児童生徒数131人
みらい塾通級者23人
子どもサポートセンター相談員による相談　延べ
327件

継続して実施す
る

教育相談員（スクールソーシャルワーカー）による
相談　延べ497件
不登校児童生徒数163人
みらい塾通級者40人
子どもサポートセンター相談員による相談　延べ
363件

継続して実施す
る

教育相談員（スクールソーシャルワーカー）による
相談　延べ737件
不登校児童生徒数155人
みらい塾通級者45人
子どもサポートセンター相談員による相談　延べ
351件

継続して実施す
る

教育支援課

1
将来を決めるために必
要な能力の促進

基本施策　(4)　自分の将来を決めること

基本施策　(5)　自分の幸せな未来の実現に向けて、必要な情報を得ること

基本施策　(6)　安心できる居場所が確保されること

子どもの居場所の提供1
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NO. 施策の項目 事務事業名 事業の内容 令和4年度の取り組み（令和5年3月末現在） 評価と課題等 令和5年度の取り組み（令和6年3月末現在） 評価と課題等 令和6年度の取り組み（令和7年3月末現在） 評価と課題等 所管課

市民参加推進事業

市民参加手続き（ワークショップ、パブリックコメ
ント、審議会等、市民説明会、市民政策提案、
市民の声）の実施を推進することにより、子ども
を含めた市民の参加を促進する。

市民参加条例に基づき、市民参加手続きの実施
を推進
子どもの市民参加についても引き続き推進してい
く

継続して実施す
る

市民参加条例に基づき、市民参加手続きの実施
を推進
子どもの市民参加についても引き続き推進してい
く

継続して実施す
る

市民参加条例に基づき、市民参加手続きの実施
を推進
子どもの市民参加についても引き続き推進してい
く

継続して実施す
る

市民生活課

図書館サービス提
供事業（再掲）

「読書まつり」、「古本ばくりっこ」などの図書館事
業に子どもスタッフとして参加し、自主的、積極
的に企画運営に携わる。

子どもスタッフとしての参加は見合わせているが、
読書まつりでの一日司書体験など実施

参加人数を維持
しながら自主
的、積極的に企
画運営に携わる
形を継続する。

子どもスタッフとして「古本ばくりっこ」に参加し、一
般（成人）ボランティアとともに、事業のお手伝いを
行った。また、10月開催の「読書まつり」において
も、引き続き、事業運営のお手伝いを実施した。

継続して実施す
る

「古本ばくりっこ」「読書まつり」を一緒に運営する
子どもスタッフを募集し、子どもの意見を取り入れ
ながら事業を実施

継続して実施す
る

文化課（図
書館）

児童センター運営
（再掲）

児童センターまつり等で子どもが自ら実行委員
となり、自主的、積極的に発案・企画し運営する
場を提供する。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、児童セ
ンターまつり中止

継続して実施す
る

児童センター3か所（輪厚、大曲、北広島団地）の
各センターまつり等において、子ども実行委員や
子どもスタッフが、自主的かつ積極的に行事運営
を行えるよう支援

継続して実施す
る

児童センター3か所（輪厚、大曲、北広島団地）の
各センターまつり等において、子ども実行委員や
子どもスタッフが、自主的かつ積極的に行事運営
を行えるよう支援

継続して実施す
る

子ども家庭
課

中央公民館活動推
進事業（再掲）

公民館まつりの開催の際、事前の準備から運営
まで参画する場を提供する。

新型コロナウイルスの感染拡大を受け、公民館ま
つりは中止

継続して実施す
る

公民館を利用する団体の意向により、公民館まつ
りは実施せず、元気フェスティバルにおいて子ども
が参加運営できる場を提供した。

事業内容を市民
のニーズに合わ
せて修正・変更
しながら今後も
実施する。

公民館まつりは、元気フェスティバルへ統合

事業内容を市民
のニーズに合わ
せて修正・変更
しながら今後も
実施する。

社会教育課

都市公園整備事業
公園遊具の整備・改修の際に、地域との意見交
換会の開催を子どもに周知することにより、子ど
もの参加を促す。

令和4年度改築のこぐま公園は、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感
染症の拡大が懸念されることから意見交換会を中
止し地元町内会へｱﾝｹｰﾄ調査を行い工事を実
施。　今後も公園の改築更新時は地元町内会等
への意見徴収を継続し実施する。

継続して実施す
る

令和5年度改築のおおぞら遊園地、さつみ公園
は、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の拡大が懸念されるこ
とから意見交換会を中止し地元町内会へｱﾝｹｰﾄ
調査を行い工事を実施。　今年度は新型ｺﾛﾅｳｨﾙ
ｽ感染症の緩和に伴い、次年度改築予定のわら
べ公園、西の里公園について地元町内会を対象
とした意見交換会を実施。

継続して実施す
る

令和6年度改築のわらべ公園は意見交換会の開
催を保育園や小学校に周知し公園を利用する子
供の参加を促した。
次年度実施予定のつつじが丘公園や西の里公園
についても、地元の小学校に対しQRコードを用い
たアンケートの実施や近隣町内会との意見交換
会を実施。

継続して実施す
る

都市整備課

子どもの権利擁護
事業（再掲）

市で行う各種事業や一般向けに子どもの参加
についてのガイドを作成する等の方法により、
子どもの参加を促進する。

子どもの参加ガイドの配布
継続して実施す
る

子どもの参加ガイドのHPへの掲載
継続して実施す
る

子どもの参加ガイドのHPへの掲載
継続して実施す
る

子ども家庭
課

1 参加した結果の公表
市民参加推進事業
（再掲）

市政に関する意見、提案等を市民参加手続き
の結果として公表し、市民が分かりやすい表現
となるよう配慮する。

ホームページで審議会等の結果、パブリックコメン
トで提出された意見の検討結果等を公表

継続して実施す
る

ホームページで審議会等の結果、パブリックコメン
トで提出された意見の検討結果等を公表

継続して実施す
る

ホームページで審議会等の結果、パブリックコメン
トで提出された意見の検討結果等を公表

継続して実施す
る

市民生活課

図書館サービス提
供事業（再掲）

予約・リクエストを通して子どもが読みたい本、
関心のある本等を把握し、子どもの要望を反映
させる。

予約の多い本やリクエストのあった本に対して資
料収集に反映

リクエスト・予約
のあった本に対
して資料収集に
反映を継続す
る。

予約の多い本やリクエストのあった本に対して資
料収集に反映

継続して実施す
る

予約の多い本やリクエストのあった本に対して資
料収集に反映

継続して実施す
る

文化課（図
書館）

児童センター運営
（再掲）

児童センターまつり等で子ども実行委員が、自
発的によりよいものとなるよう考えていくために
必要な支援を行う。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、児童セ
ンターまつり中止

継続して実施す
る

児童センター3か所（輪厚、大曲、北広島団地）の
各センターまつり等において、子ども実行委員や
子どもスタッフが、自主的かつ積極的に行事運営
を行えるよう支援

継続して実施す
る

児童センター3か所（輪厚、大曲、北広島団地）の
各センターまつり等において、子ども実行委員や
子どもスタッフが、自主的かつ積極的に行事運営
を行えるよう支援

継続して実施す
る

子ども家庭
課

中央公民館活動推
進事業（再掲）

公民館まつりの開催の際、異世代との交流のほ
か、より多くの参加者を募るよう工夫した運営を
行う機会を提供する。

新型コロナウイルスの感染拡大を受け、公民館ま
つりは中止

継続して実施す
る

公民館を利用する団体の意向により、公民館まつ
りは実施せず、元気フェスティバルに出展

事業内容を市民
のニーズに合わ
せて修正・変更
しながら今後も
実施する。

公民館まつりは、元気フェスティバルへ統合

事業内容を市民
のニーズに合わ
せて修正・変更
しながら今後も
実施する。

社会教育課

子ども会議の開催
子どもがさまざまな体験、社会活動のなかで、
自分の意見を言えるよう、子ども会議を開催し
地域での活動への参加を促す。

子ども会議を開催（1月12日）
「子どもたちの視点でフードロスを考えよう」

継続して実施す
る

子ども会議を開催（1月12日）
「北広島市の景観づくりを考えよう」

継続して実施す
る

子ども会議を開催
「自分たちの輝ける、みらいのＦビレッジを考えよ
う」（8月18日）
「元気が出るごはんプロジェクト」(1月8日)

継続して実施す
る

子ども家庭
課

基本施策　(2)　表明した意見について、年齢や成長に応じてふさわしい配慮がなされること

基本施策　(3)　仲間をつくり、仲間と集うこと

基本目標　4　参加する施策の推進
基本施策　(1)　家庭、育ち学ぶ施設、地域等の場で自分の意見を表明すること

2
意見反映の機会の提

供と支援

子どもの参加の促進2
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NO. 施策の項目 事務事業名 事業の内容 令和4年度の取り組み（令和5年3月末現在） 評価と課題等 令和5年度の取り組み（令和6年3月末現在） 評価と課題等 令和6年度の取り組み（令和7年3月末現在） 評価と課題等 所管課

1 仲間づくりの支援
児童センター運営
（再掲）

児童センターの事業の内容を、より多くの仲間と
親しみ、一緒に活動できるようなものとしていく。

来館した児童がより多くの仲間と親しみ、一緒に
活動できるよう支援

継続して実施す
る

来館した児童がより多くの仲間と親しみ、一緒に
活動できるよう支援

継続して実施す
る

来館した児童がより多くの仲間と親しみ、一緒に
活動できるよう支援

継続して実施す
る

子ども家庭
課

1
主体的な情報取得の
支援

図書館サービス提
供事業（再掲）

子どもの主体的な学びを支援するため、図書や
新聞などの資料を用いた「調べる学習」を支援
する。

イベント案内の周知や作品の取りまとめ等の実施

主体的な学びを
支援するため、
コンクールを継
続する。

イベント案内の周知や作品の取りまとめ等の実施
継続して実施す
る

イベント案内の周知や作品の取りまとめ等の実施
継続して実施す
る

文化課（図
書館）

2
子どもの権利に関する
広報啓発活動の推進

子どもの権利擁護
事業（再掲）

子どもが自ら社会に参加するために自分にとっ
て必要な情報などを得られるよう、広報や講座
などの啓発活動を行う。

基本目標3「健やかに育つ施策の推進」の(5)「自
分の幸せな未来の実現に向けて、必要な情報を
得ること」に掲載

継続して実施す
る

基本目標3「健やかに育つ施策の推進」の(5)「自
分の幸せな未来の実現に向けて、必要な情報を
得ること」に掲載

継続して実施す
る

基本目標3「健やかに育つ施策の推進」の(5)「自
分の幸せな未来の実現に向けて、必要な情報を
得ること」に掲載

継続して実施す
る

子ども家庭
課

基本施策　(4)　情報提供等の適切な支援を受けられること
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